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●お問い合わせ（神戸大学大学院国際文化学研究科）
　坂本千代研究室   TEL: 078-803-7425      E-Mail: csakamot@kobe-u.ac.jp    
　異文化研究交流センター  TEL: 078-803-7650      E-Mail: irec@ccs-srv.cla.kobe-u.ac.jp
     （IReC）                               Web: http://web.cla.kobe-u.ac.jp/group/IReC
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発表１ ： 三田順氏 （日本学術振興会特別研究員）

　　     「ベルギー ・ オランダ語文学におけるフランス語文学受容　

　　　     －カーレル ・ヴァン ・ デ ・ ウーステイネとベルギー象徴派を例として－」　　

発表２ ： 岩本和子氏 （神戸大学大学院国際文化学研究科教授）

　　     「越境する芸術家ヒューホ ・ クラウス　－民族の記憶と前衛性－」

日時 ： 　２０１１年１２月２２日 （木） １８ ： ００ ～ ２０ ： ００

　　　　（参加自由、 懇親会 ２０ ： ００ ～）

場所 ： 　神戸大学大学院国際文化学研究科 E 棟 4 階 410　（学術交流ルーム）

講師プロフィール ：

三田順氏   
　一橋大学言語社会研究科博士後期課程修了。博士 ( 学術 )。現在日本学術振興会
特別研究員。博士論文「〈北方〉の想像力──ベルギー象徴主義の文学と美術に
おけるアンティミスム──」(2010)。その他ベルギー象徴主義、中欧文学に
関する論文および翻訳あり。

岩本和子氏  
　神戸大学大学院文化学研究科博士課程単位取得退学。文学博士。神戸
大学大学院国際文化学研究科教授。単著『周縁の文学　－ベルギー
のフランス語文学にみるナショナリズムの変遷』（松籟社 2007）、
『スタンダールと妹ポーリーヌ』( 青山社 2008）。共著『スタ
ンダール変幻』（慶應義塾大学出版会 2002）、『欧州諸国の
言語法　－欧州統合と多言語主義』（三元社 2005）。
共訳『スタンダールの生涯』デル・リット著（法政大学
出版局 2007）。その他ベルギーの文学・芸術活動およ
びスタンダールなどに関する論文あり。 

●会場への交通
　阪神「御影」、阪急「六甲」、JR「六甲道」下車。市バス 16 系統「六甲ケーブル下」行き
　に乗車。「神大国際文化学部前」下車。徒歩３分。

　※阪急「六甲」より徒歩で 20 分ほどですが、急な坂道ですので、上記バスのご利用を
　　お薦めいたします。

JR神戸線（東海道線）

国道 2号線

阪急電鉄神戸線
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異文化研究交流センター


